
今治市地域福祉計画策定のための

市民アンケート調査票

◆アンケートのご協力のお願い◆

平素より市政の推進にご協力いただき、ありがとうございます。

本市では、「第１期今治市地域福祉計画（平成 22 年３月策定）」の基本理念である『つ

ながりと支え合いのある安心して暮らすことのできるまち』を引き継ぎ、平成 28 年３月

に「第２期今治市地域福祉計画」を策定し、子どもから高齢者まで全ての人々がお互い

に支え合い・助け合いながら、住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域社会づく

りに取り組んでいます。

平成 30 年４月には社会福祉法が改正され、地域福祉計画が地域における高齢者福祉、

障がい者福祉、児童福祉その他の福祉関連計画の上位計画と位置付けられ、それぞれの

計画をつなぎ、住民の生活支援を目指す計画の策定が求められました。

この度、令和３年度を初年度とする「第３期今治市地域福祉計画」の策定にあたり、

市民の皆様の日常生活における課題や地域での支え合いに関する考え方などについてご

意見をお聞きし、計画づくりの基礎資料とするためにアンケート調査を実施します。

このアンケートは、令和２年 1月１日現在で 18 歳以上の市民の皆様の中から無作為に

3,000 人の方を選ばせていただき、ご協力をお願いするものです。このアンケート調査結

果は、上記の目的以外に利用することは一切ありません。

誠にお手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理解いただき、アンケート調査にご協

力いただきますようお願いします。

令和２年１月

今治市長 菅 良二

◆ ご記入にあたってのお願い ◆

■この調査は、個人を対象としていますので、封筒の宛名の方がご記入ください。

（ご本人が病気などのためご自身で記入できない場合は、ご家族の方がご本人の意見に基づ

いてご記入ください。）

■回答は、それぞれの問いについて、お考えに近い答えの番号に○印をつけてください。

また、「その他」を選ばれた場合は、（ ）内に具体的な内容をお書きください。

■ご記入いただいたアンケートは同封の返信用封筒に入れ、１月 24 日（金）までにご投函
ください。（切手は不要です）

【お問い合わせ先】
今治市 健康福祉部 福祉政策課

電話：0898-36-1525（直通）ＦＡＸ：0898-25-3757



地域福祉とは
私たちが暮らしている地域には、さまざまな年齢や価値観、ライフスタイルの人が住ん

でおり、高齢者の生活不安や介護の問題、障がい者の自立や社会参加問題、子育ての不安

など、個人が抱える問題はその人によって違い、複雑化・多様化してきています。

また、急速に進展する少子高齢化や人口減少社会の到来、異常気象による風水害や震災

の発生などにより、地域の絆や人と人とのつながりの大切さを改めて認識させられるとと

もに、引きこもりなどの社会的孤立、虐待や権利擁護の問題など地域における新たな生活

課題も表面化しつつあります。

地域福祉とは、そのような課題に対して、地域のみんなで支え合い、助け合って解決を

図り、支援する人も支援を必要とする人も、「このまちに住んでよかった」と実感できるよ

うな社会を実現するための取組です。

地域福祉計画とは

地域福祉計画は、社会福祉法に基づき市町村が定める計画であり、地域住民が主体とな

り、NPO、ボランティア団体、事業者、社会福祉協議会、行政などが力をあわせて、地域で

安心して暮らせるまちづくりを目指す計画です。計画の策定にあたっては、地域福祉の推

進主体である地域住民の声を反映し策定します。

助け合い・支え合える地域

【住民】

・顔の見える関係をつくる
・つながりをつくる
・活動に参加する

生活関連サー

ビス事業者

ＮＰＯ

ボランティア 民生委員
児童委員

自治会

福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者

医療機関

行 政 社会福祉協議会

■地域福祉における担い手と役割のイメージ

総合的な地域福祉活動の下支え・公的サービスの提供

一人ひとりの

自立した生活

を支える

連携してコミュニ

ティづくりを進め

る

連携
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問１ あなたご自身のことについて、おたずねします。【令和２年１月１日現在】

① 性別 ※戸籍上の区分とは別にご自身の主観によりご記入ください。 【１つだけに○】

② あなたの年齢を教えてください。

③ あなたの世帯構成を教えてください。 【１つだけに○】

④ あなたの現在のお住まいの小学校区はどこですか。 【１つだけに○】

⑤ あなたは、今治市でずっと暮らしてこられましたか。 【１つだけに○】

※この設問の今治市は、現在の今治市としてお答えください。

例：旧玉川町から旧今治市に転居した場合、回答は「１．」になります。

⑥ 今治市に住んで通算何年になりますか。 【１つだけに○】

⑦ 今後も今治市に住み続けたいと思いますか。 【１つだけに○】

あなたご自身のことについて

１．男 ２．女 ３．その他

（ ）歳

１．単身世帯（一人暮らし） ２．夫婦のみの世帯 ３．二世代世帯（親子）

４．三世代以上の世帯 ５．その他の世帯

１．吹揚 ２．別宮 ３．常盤 ４．近見 ５．立花 ６．鳥生

７．桜井 ８．国分 ９．富田 １０．清水 １１．日高 １２．乃万

１３．波止浜 １４．朝倉 １５．鴨部 １６．九和 １７．波方 １８．大西

１９．亀岡 ２０．菊間 ２１．吉海 ２２．宮窪 ２３．伯方 ２４．上浦

２５．大三島 ２６．岡村

１．今治市で生まれ、ずっと今治市で暮らしている

２．今治市外の生まれだが、転居してきた

３．今治市で生まれ、２年以上今治市外に出たが、今治市に戻ってきた

４．その他（ ）

１．１年未満 ２．1年以上5年未満 ３．５年以上１０年未満

４．１０年以上３０年未満 ５．３０年以上

１．今住んでいる所に住み続けたい

２．今治市内のどこかに住み続けたい

３．住み続けたくない ⑦－２へ

４．わからない

⑦－１へ
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⑦－１ ⑦で１～２を選択された方にお伺いします。

どのような点で住み続けたいと思いますか。 【○は３つまで】

⑦－２ ⑦で３を選択された方にお伺いします。

どのような点で住み続けたくないと思いますか。 【○は３つまで】

⑧ あなたは日常生活に関することで、困ったり不安に感じていることがありますか。

（【ア】～【シ】のそれぞれについて、１～3から１つだけ選んでください。）

１．自分の土地や家がある ２．近くに家族、親族がいる

３．近くに友人、知人がいる ４．近所との関係が良い

５．買い物や交通の便が良い ６．働く場（職場）がある

７．子育てや教育環境が整っている ８．福祉、医療などのサービスが整っている

９．気候、風土、自然環境が気に入っている １０．文化、スポーツなどの環境が整っている

１１．その他 （ ）

１．地域の慣習、文化になじめない ２．楽しめる場所がない

３．近くに友人、知人がいない ４．近所との関係が良くない

５．買い物や交通の便が悪い ６．働く場（職場）がない
4

７．子育てや教育環境が整っていない ８．福祉、医療などのサービスが整っていない

９．気候、風土、自然環境が気に入らない

１０．その他 （ ）

現在、困って

いる

将来は不安が

ある

特に困ったり

不安は感じて

いない

【ア】日常の買い物 １ ２ ３

【イ】近所付き合い １ ２ ３

【ウ】自分や家族の介護 １ ２ ３

【エ】子育てや子どもの教育 １ ２ ３

【オ】日常の外出・通院 １ ２ ３

【カ】話し相手や相談相手 １ ２ ３

【キ】災害時の避難支援 １ ２ ３

【ク】地域の治安 １ ２ ３

【ケ】健康状態 １ ２ ３

【コ】経済的な状況 １ ２ ３

【サ】就労や雇用の状況 １ ２ ３

【シ】お金の管理や契約などの判断 １ ２ ３
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問２ あなたは、「福祉」に関心がありますか。 【１つだけに○】

問３ 「福祉」について理解を深めるためには、どのような機会が必要であると思いますか。

【○は３つまで】

問４ あなたは、日頃どれくらい近所付き合いをしていますか。 【１つだけに○】

問５ もし日常生活が不自由になった場合、近所の人に手助けしてほしいと思うことは何ですか。

【あてはまるものすべてに○】

問６ もし近くで困っている世帯があった場合、あなたが手助けを行えることは何ですか。

【あてはまるものすべてに○】

福祉について

１．とても関心がある ２．ある程度関心がある ３．あまり関心がない

４．全く関心がない

１．福祉の制度、サービス、理念や考え方を学習すること

２．介護体験や介護を必要とする人の疑似体験などをすること

３．介護を必要とする人やその家族などの話を聞いたり、交流したりすること

４．手話や点字、介護方法などの技術を習得すること

５．地域で福祉についての課題を気軽に話し合える場をつくること

６．特に必要なことはない

７．その他（ ）

地域や隣人とのかかわりについて

１．毎日いろいろなことを話し合う ２．毎日あいさつはするが、会話はしない

３．ごくたまにあいさつを交わす程度 ４．近所付き合いがない

１．安否確認の声かけ ２．買い物やゴミ出し ３．家事の手伝い

４．外出時の補助 ５．子どもの預かり ６．相談相手

７．災害時の避難支援 ８．特にない

９．その他（ ）

１．安否確認の声かけ ２．買い物やゴミ出し ３．家事の手伝い

４．外出時の補助 ５．子どもの預かり ６．相談相手

７．災害時の避難支援 ８．特にない

９．その他（ ）
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問７ ボランティア活動に興味・関心がありますか。 【どちらかに○】

問８ 過去１年間にボランティア活動にどのくらいの頻度で参加しましたか。 【１つだけに○】

問８－１ 問８で１～５を選択された方にお伺いします。

あなたは、どのようなボランティア活動に参加しましたか。【あてはまるものすべてに○】

問８－２ 問８で６を選択された方にお伺いします。

今後どのような条件が整えば、ボランティア活動に参加できると思いますか。

【あてはまるものすべてに○】

ボランティア活動について

１．ある ２．ない

１．毎週・それ以上 ２．月に２、３回

３．月に１回程度 ４．１年に数回程度 問８－１へ

５．１年に１回程度

６．参加していない 問８－２へ

１．高齢者支援 ２．障がい者支援

３．子育て、母子生活支援 ４．健康づくり、医療

５．地域の清掃、美化、地域おこし ６．消防、防災、防犯、災害支援

７．自然環境保護、リサイクル活動 ８．趣味や生涯学習、スポーツ指導

９．青少年育成・支援 １０．国際交流、国際協力

１１．その他（ ）

１．時間や経済的なゆとり ２．自分の健康

３．ボランティア情報の提供 ４．家族の理解

５．子育て・介護など家族の条件 ６．活動費の工面

７．活動に活かせる知識・技術の習得 ８．活動中の事故などに関する補償

９．メンバー同士の良好な人間関係

１０．その他（ ）
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問９ 現在、国、県、市が提供している福祉サービスについて、あなたの考えに近いものはどれですか

【１つだけに○】

問９－１ 問9で３～４に○をつけた方にお伺いします。

どの分野で充実していないと思いますか。 【あてはまるものすべてに○】

問１０ 援助を必要とする方が、適切に福祉サービスを利用できるようにするために、何を優先させる

必要があると思いますか。 【○は３つまで】

問１１ つながりと支え合いのある安心して暮らすことができる地域社会の実現を目指す上で、住民が

取り組む必要があることは何だと思いますか。 【○は３つまで】

福祉サービスについて

１．充実している ２．どちらかと言えば充実している

３．どちらかと言えば充実していない

４．充実していない

５．その他（ ）

１．高齢者に対する福祉 ２．障がい者に対する福祉

３．児童福祉、子育て支援 ４．生活困窮者に対する福祉

５．その他（ ）

１．福祉サービスに関する情報提供 ２．福祉サービスに関する苦情相談窓口

３．地域住民のボランティア活動 ４．福祉施設（施設数や整備）の充実

５．その人に必要な福祉サービスの選択や利用支援をしてくれる窓口

６．福祉サービスに従事する人の確保

７．福祉サービス提供に従事する人の技術・知識の向上

８．福祉サービスの質に関する客観的な評価制度

９．その他（ ）

１．近隣住民と日常的な対話や交流を広げる

２．高齢者や障がい者と子ども・若い人たちとの交流を広げる

３．自治会が住民の身近な暮らしや、健康・安全・防災・防犯などの問題に取り組む

４．身近な地域で住民の暮らしや福祉について懇談する機会をつくる・増やす

５．地域で取り組まれている活動の交流や意見交換会を開催する

６．民生児童委員やボランティアとの協力・連携を広げる

７．ボランティア活動・地域福祉活動への参加をもっと増やす

８．特にない

９．その他（ ）

問９－１へ
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問１２ あなたは次のような社会問題について、どのようなことが重要であると思いますか。

【各設問それぞれ１つだけに○】

社会問題について

※1 高齢者・児童・障がい者等の虐待について

高齢者、児童、障がい者といった、社会的弱者は虐待を受けやすい状況にあり、虐待を防止するた

め、「児童虐待の防止等に関する法律」、「高齢者の虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関

する法律」、「高齢者の虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行されていま

す。

※2 成年後見制度について

成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどで物事を判断する能力が十分でない方の権

利や財産を守るとともに、その方の意思を尊重してその人らしい生活が送れるよう支援する制度で

す。

※3 再犯の防止について

再犯による新たな被害を防ぎ、安全で安心な社会を実現するために、刑務所などを出所した人が再

び罪を犯すことのないよう、また円滑に社会復帰できるよう支援することを目的として、平成28年

12月に「再犯の防止等の推進に関する法律」が施行されています。

項 目

そ
う
思
う

ま
あ
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

１．障がいのある人とない人が、共に生きるため、社会の中にあるバリ

アを取り除くこと
１ ２ ３ ４

２．生活保護を受けている人に対する偏見や差別を取り除くこと １ ２ ３ ４

３．ひとり親家庭の自立を支援するための地域のつながり １ ２ ３ ４

４．ドメスティックバイオレンス被害を防ぐための地域のつながり １ ２ ３ ４

５．ひきこもりやニートの問題を社会全体で考えていくこと １ ２ ３ ４

６．地域の防犯対策 １ ２ ３ ４

７．災害時における支援体制 １ ２ ３ ４

８．認知症の人やその家族を支えるための地域のつながり １ ２ ３ ４

９．ホームレスの問題を社会全体で考えていくこと １ ２ ３ ４

１０．高齢者・児童・障がい者等の虐待を防ぐための地域のつながり ※1 １ ２ ３ ４

１１．成年後見制度の周知 ※2 １ ２ ３ ４

１２．再犯防止のための支援※3 １ ２ ３ ４
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問１３ あなたの周囲で、家族などによる高齢者や子ども、障がい者への虐待について耳にしたことは

ありますか。 【１つだけに○】

問１４ もしあなたの周囲で、虐待が発生しているとあなた自身が思われた場合最初にどのように対応

しますか。 【あてはまるものすべてに○】

問１５ 成年後見制度について知っていますか。 【１つだけに○】

問１６ もし、あなたは支援が必要になった場合、成年後見制度を利用したいと思いますか。

【１つだけに○】

問１７ 国においては、刑務所などを出所した人の再犯防止に向け、社会復帰支援の推進に取り組んで

いることについて知っていますか。 【１つだけに○】

問１８ あなたは、刑務所などを出所した人に対する社会復帰支援として、どのように取り組む必要が

あると思いますか。 【１つだけに○】

１．聞いたことがある ２．聞いたことがない

１．近所の人に連絡する ２．警察に連絡する ３．市役所へ連絡する

４．自治会の役員などに連絡する ５．民生児童委員に連絡する

６．様子を見るために自分が訪問する ７．かかわりたくないので何もしない

８．その他（ ）

１．知らない ２．知っているが、利用したことはない ３．制度を利用したことがある

４．その他（ ）

１．利用したい

２．制度を良く知らないから、利用したいとは思わない

３．手続きが面倒そうなので、利用したいとは思わない

４．費用面での負担が気になり、利用したいとは思わない

５．過去に利用したことがあり、現在は利用したいとは思わない

理由を記入してください（ ）

６．その他（ ）

１．知っている ２．知らない

３．その他（ ）

１．市民の理解と協力を得ながら、社会全体として積極的に支援すべきだ

２．行政や関係機関が責任をもって積極的に支援すべきだ

３．少年や認知症・障がいのある出所者については積極的に支援すべきだ

４．地域の安全・安心のためには、ある程度支援することは必要だ

５．特別な支援や配慮は必要ない

６．その他（ ）
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問１９ 今後、今治市が取り組む施策として、次のどれを優先して充実させる必要があると思いますか。

【○は３つまで】

問２０ 地域福祉を進めるためのご意見、ご要望がございましたらご記入ください。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

その他

１．住民が共に支えあう仕組みづくりへの支援

２．ボランティアやＮＰＯなどの市民活動の促進や支援

３．身近なところでの総合的な相談窓口の充実

４．保健福祉に関する情報提供の充実

５．在宅生活や子育てなどを支えるサービスの充実

６．地域の実情に詳しい職員の育成

７．地域の生活課題や問題点を共有し、解決を一緒に考えてくれる職員の配置

８．高齢者、障がい者、児童などの福祉施設の整備

９．健康診断・がん検診などの保健医療サービスの充実

１０．サービス利用者などを保護する権利擁護や苦情対応などの取組

１１．子どもの頃からの福祉教育の充実

１２．災害時における地域住民による支援体制の充実

１３．通院や買い物などに必要な交通手段の充実

１４．利用しやすい道路・建物などの整備・改善（バリアフリー化）

１５．その他（ ）


